
　新都心公園で化学剤散布テロが発生したことを
想定し、国、県、市、医療機関等共同による被災
者の救護や周辺住民の避難訓練などを行いました。
　当日は、関係機関20団体、総勢300人が集合し、
初動対応の検証や連携強化など、国民保護に関す
る対処能力の向上を図りました。本訓練は 5年ぶ
り 2回目、市内では初の取り組みになります。
　また、25 日には、国民保護対策本部の設置・
運営や被害状況の情報収集などに関する訓練を市
庁舎内で行い、緊急事態が発生した際の各関係機
関の役割や対応手順などを確認しました。

　（株）安心ダイヤルとあいおいニッセイ同和損
害保険（株）から市内の福祉施設へ福祉機器等が
贈られました。（株）安心ダイヤルからの贈呈は
平成 25 年から行われ、昨年からあいおいニッセ
イ同和損害保険（株）と2社共同で行われています。
　今年は、障がい者福祉センターや児童館など
16施設に総額 98万円相当の福祉機器や施設で利
用する備品が贈られました。
　城間市長は、「みなさまのまごころが、施設を
利用する人々の笑顔に繋がっています」とお礼を
述べました。
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　市では、地域住民の福祉増進および地域自治の
振興発展に貢献し、顕著な功績のあった自治会長
を、那覇市地域自治功労者として表彰しています。
　今年度表彰を受けたのは、特別功労者表彰 9人
と、一般功労者表彰 15人の計 24人です。
　表彰式で城間市長は、「自治会長のみなさまが、
深い愛情を持って地域を支えていることに感謝し
ています。これからも地域ならではの強み、魅力
を掘り起こして、各自治会が一致団結して、那覇
の発展のために活躍されることを期待していま
す」とあいさつしました。

検出された転車台遺構
壱石

白地松桜紅葉
亀松皮菱繋文様
紅型木綿衣裳
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